
環　 境 　方　 針

基 本 理 念

21世紀課題の地球環境問題は、未来からの預かり物の地球を次世代の子孫へよ

り美しいものとして受け渡すために解決しなければならない重要課題です。
山口県立大学では、持続可能な開発のための教育（ESD）の充実を図るため
に、教育・研究活動はもとより日常生活においても、常に環境に配慮しながら
行動する「環境マインド」をもった人材を育成します。また、全構成員があらゆ
る事業活動において「地球市民」としての自覚をもって、21世紀の持続可能な発
展に貢献します。

環 境 方 針

1．学生の主体的環境マネジメントシステムを構築し、全構成員の理解の下に学生
の環境活動の推奨と、多様な環境プログラムを推進する大学を目指します。

2．省資源・省エネルギー、資源の循環活用、グリーン購入を推進し、薬品の安全 
管理を徹底した、環境負荷の少ない大学を目指します。また、環境に関連する
法規制や本学が同意する環境に関する要求事項を理解し、遵守します。

3．大学全構成員の継続的環境教育を行い、環境目標の達成と適切な点検のもと
に持続的な環境負荷軽減を行います。

4．環境配慮思考を定着させたライフスタイルを身につけられる教育を推進し、
「人にも環境にも優しい大学」を実現します。

5．地域の環境マネジメントシステム構築を、地域の意見を反映させながら、地
域社会に開かれた形で支援します。
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